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ケニア共和国話題集 

 

【国名】 

●ケニアという国名の由来については諸説ある

が、ケニア山（注）に由来すると言われている。 

（注）現地の人々が「キリニャガ（神の山）」と呼ん

だ山を、ヨーロッパ人が「ケニア山」と名付けたと

言われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●首都：ナイロビ 

タンザニア 

エチオピア 

ソマリア 

南スーダン 

ウガンダ 



 

 

2 

【国旗】 

●国旗の黒はケニア人を、赤は独立闘争のため

に流した血を、緑は森林と果てしなく続くサバン

ナを、白は平和を、中央の槍と盾は英軍からの

独立闘争の際に使用した槍と盾を象徴。 

 

 

【歴史】 

●紀元前２０００年頃、アフリカ北部のクシティッ

ク系民族が東アフリカ地域に移住。１世紀頃ま

でには季節風を利用してアラブ商人が頻繁に訪

れるようになった。アラブ商人との交易では、東

アフリカから奴隷、象牙、サイの角、亀の甲羅、

手工業製品等が、アラビア半島・湾岸諸国から

槍、短刀、ガラス製品、葡萄酒、麦等が輸出さ

れた。 

ケニア国旗 
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●１４９８年以降、ポルトガル人が訪れるようにな

ると、東アフリカ海岸地域におけるイスラム勢力

の支配力が低下し、モンバサの港は極東に向か

うポルトガル船のための重要な拠点になった。１

７世紀にはオマーンとポルトガルが攻防を繰り

返した。１８世紀にはオマーンの影響力が強まり、

奴隷貿易や象牙貿易が活発に行われた。 

●１９世紀に欧米列強による進出が進む中、イ

ギリスが優勢となり１８８４～１８８５年のベルリン

会議を経て英領東アフリカが誕生。１９０２年、現

在のケニア全域がイギリスの保護領となり、１９

２０年には直轄植民地となった。 

●第二次世界大戦後、１９５２年にケニア土地自

由軍が植民地政府に対する独立闘争（マウマウ

団の乱）を起こし、この反乱を契機に独立の機

運が高まり、１９６３年にイギリスから独立した。

翌１９６４年に共和制へ移行し、ケニア共和国が

誕生した。 
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【スワヒリ語】 

●ケニアの公用語は英語、国語はスワヒリ語。

各部族でも異なる言語を有する。 

●スワヒリ語は、16 世紀頃に東アフリカの沿岸

地域（モンバサ、ダル・エス・サラーム、ザンジバ

ル等）で当時の現地語とアラビア語が混成して

成立した言語であり、現在は東アフリカのリン

ガ・フランカとして、タンザニアを中心に、ケニア、

ウガンダ、ブルンジ、ルワンダ、コンゴ（民）、コモ

ロ、モザンビークで使用されている。また、2004

年にはアフリカ起源の言語から唯一アフリカ連

合（AU）の公用語として採択されている。 

●スワヒリ語は、母音＋子音で発音することが

多く、日本人にとって発音しやすい言語。同じ発

音で日本語とは全く意味の異なる単語も多い

（Tajiriはスワヒリ語で金持ち、Kobeはスワヒリ語

で亀等）。 

 【女性が輝く社会】 
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●ケニアの女性の労働参加率は 71％（世銀、

2016 年）と、男性（77.5％）とほぼ同じ。政治的

な場面での活躍もめざましく、2003 年の女性国

会議員は 18名（全体の 8.1％）であったのに対し、

現在は 76名（全体の 21.78％）に増加している。

女性の大臣職に至っては２名から７名へと大幅

に増加し、外務長官は３代連続で女性が務めて

いる（アミーナ・モハメド氏（2013年～2018年）、

モニカ・ジュマ氏（2018 年～2020 年）、レイチェ

ル・オマモ氏（2020年～現在））。 

●マーガレット・ケニヤッタ前大統領夫人やレイ

チェル・ルト大統領夫人は、ケニアにおける女性

の社会進出を促す活動を積極的に展開。マーガ

レット前大統領夫人は、HIV 予防をはじめとする

母子保健向上のための支援事業「Beyond Zero 

Initiative」等を実施している。大統領訪日時には

皇居でキャンペーン・ランを実施。 

●2004 年、長年にわたってアフリカ全域におい

て、環境保護活動（「グリーンベルト運動」と呼ば
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れる植林活動）を行ってきた功績を認められ、環

境・天然資源副大臣（当時）を務めていた故ワン

ガリ・マータイ氏がノーベル平和賞を受賞した。

同氏はその後、2005 年に京都議定書発効式典

及び愛知万博開会式、2008年に TICAD IVに出

席。日本語の「もったいない」精神に啓発され、

「MOTTAINAI」キャンペーンを国際的に展開し、

環境保全に関する意識啓発に大きく貢献した。 

●一方、女性活動家に対する圧力も少なからず

存在する他、特に地方では父権的な信念も根強

く、経済的に困窮する女性世帯や高い HIV 感染

率、早期妊娠と初等教育の断絶といった、ジェン

ダーの不平等は依然として残る。2008年に野口

英世賞を受賞したミリアム・ウェレ氏は、地域レ

ベルへの医療サービスの提供の実践面に焦点

を当て、特に母子保健の促進、HIV/AIDSを抱え

て生きる人々への差別の減少に貢献した。同人

は、2022 年ノーベル平和賞受賞候補者としても

名前が挙がっていた。 
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【観光】 

●ケニアは東アフリカ観光の中心地であり、雄

大な自然と野生動物を間近で見ることの出来る

サファリ・ツアーが有名。ケニアには 59 か所の

国立公園、国立保護区、動物保護区があり、中

でも、マサイマラ国立保護区は野生動物の多さ

ではケニアで一番。 

●また、キリマンジャロ山（注）の裾野に広がる

アンボセリ国立公園は、象の生息地として有名

である他、アーネスト・ヘミングウェイが「キリマ

ンジャロの雪」を執筆した場所としても知られる。

サファリの他にも、モンバサ等の沿岸部は、その

ケニア山 
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温暖な気候と美しさからビーチ・リゾートとして知

られている。 

（注）英国のビクトリア女王が孫であるドイツのヴ

ィルヘルム２世にキリマンジャロ山を誕生日のプ

レゼントとして贈ったという逸話がある。 

 

【スポーツ】 

●ケニアは中・長距離陸上選手の宝庫として有

名。特に、マラソンは近年常に世界のトップレ

ベルにあり、圧倒的強さと層の厚さを誇ってい

る。 

●東京オリンピック・パラリンピック 2020 に向け

て福岡県久留米市で事前合宿を実施し、ケニ

アはオリンピックにおいて計１０（金４、銀４、銅

２）のメダルを獲得し、パラリンピックにおいて

１つのメダル（銅）を獲得。 

●東京オリンピック男子マラソン種目で金メダル

を獲得したキプチョゲ選手は、２０２２年３月の
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東京マラソンでも１位を獲得。同大会では、東

京オリンピック女子マラソン種目で銀メダルを

獲得したコスゲイ選手も１位を獲得し、男女と

もにケニア人選手が優勝した。 

 

【紅茶】 

●ケニアは世界有数の紅茶生産国として知られ、

その生産量は世界第３位、世界の茶の輸出量の

20％以上を占めるといわれる。高地（1,500m～

2,700m）の沖積土で栽培され、年間を通じて降

雨量が均一なため高品質な茶ができる。 

 

【コーヒー】 

●ケニアは世界の中でも高品質のアラビカ豆の

生産・輸出で知られる。その秘密の一つは、

1934 年に設立されたコーヒー局。コーヒー局を

中心に厳しい品質管理を行うことで、高い質のコ

ーヒーを世界に届けている。 
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【花】 

●ケニアの切り花生産は、1970

年代にナイバシャ湖付近でカー

ネーションの生産が始まったこと

が契機。1980 年代以降はバラ生産が急増し、

1990年代にはカーネーションを抜いて主要品目

となる。 

●農業部門において、花卉
き

栽培は紅茶に次ぐ第

２位の外貨獲得産業（年間２億 5,000 万ドル強）

であり、５万人～７万人を直接雇用し、150 万人

強を間接的に雇用している。 

●ケニアの花は、赤道直下で年間を通じて温暖

で日照量にも恵まれた高冷地で栽培され、昼夜

の温度差も大きいことから花の発色もよく、茎が

しっかりしているのが特徴。赤道直下だからまっ

すぐ上に育つとの話も。輸出される花の 74％を

バラが占める。日本のバラの輸入先のうち、ケニ

アは第一位で、輸入バラの５割はケニア産。 
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【ケニア料理】 

●ケニアの代表的な主食はウガリと

呼ばれる白トウモロコシの粉を湯が

いて練ったものである。食べ方は片

手で団子状にし、シチュー等と一緒に食べる。 

●ケニアの名物料理としては、

「ニャマ・チョマ」（焼き肉、ニャマ

はスワヒリ語で「肉」、チョマはスワ

ヒリ語で「焼く」の意味）がある。山羊肉、牛肉が

多い。焼き上がった肉の塊を細かく切り、塩をつ

けて食べるのが一般的。 

●その他にも、トマトとタマネギを

細かく刻んでライム等と和えた「カ

チュンバリ」と呼ばれるサラダ、

様々な野菜や肉をたっぷりのスパイスが入った

トマトベースのスープで煮込む「ムチュジ」、ふか

したじゃがいもをつぶし、豆や緑黄野菜と混ぜる

「ムキモ」、ケール料理の「スクマ・ウィキ」といっ

た料理がある。 

ウガリとおかず 
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●モンバサ等の海岸地域では、シーフード（シ

ーパーチ、伊勢エビ、カニ等）を、ライム、ココナ

ッツ、コショウといった香辛料で調理することが

多い。また、ビクトリア湖に近い西部では、ティラ

ピア等の白身魚を食べることで有名。 

 

【日本との経済協力関係】 

●2019 年までの我が国の対ケニア経済協力実

績は約 7,500 億円で、サブサハラ・アフリカの中

で第１位。これまでに派遣された青年海外協力

隊隊員は 1,756 名（2022 年 5 月現在、マラウイ

に次いで第二位）。ABE イニシアティブを通じた

受け入れ実績は、178 名（2022 年 3 月現在、ア

フリカ諸国からの参加者で最大）。 

●主な対ケニア経済協力案件として、ジョモ・ケ

ニヤッタ農工大学（設立・体制強化支援）、ナイ

ロビ西部環状道路（2013年 12月に完工）、ウゴ

ング道路拡幅計画（2020 年４月にフェーズ２完



 

 

13 

工）、モンバサ港周辺道路開発計画、モンバサ・

ゲート・ブリッジ建設計画、モンバサ経済特区

（SEZ）開発計画、オルカリア地熱発電開発計画

等がある。 

 

【対ケニア草の根無償資金協力】 

●これまで、国内 47 郡全てで草の根無償資金

協力を実施している。 

●支援の内容は、学校及びその寄宿施設等の

建設、小児病棟の建設、果物加工工場の建設、

養鶏センターの整備など多岐にわたる。 

●2021 年８月には、障がい児支援を行うシロア

ムの園との署名式を実施。約 1,900 万円を供与

し、障がい児のための総合ケアセンターの建設

等に使われる。 

 

【COVID-19対策支援】 
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●2020 年８月、「ユニバーサル・ヘルス・カバレ

ッジ（UHC）の達成のための保健セクター政策借

款（フェーズ２）」に関する E/N 署名を実施（円借

款、約 80 億円）。また、ケニア中央医学研究所

（KEMRI）に対し、５万人分の PCR 検査キットを

供与。 

●2020 年９月、経済社会開発計画（保健・医療

関連機材供与）に関する E/N 署名を実施（無償

資金協力、約 10億円）。 

●2021 年４月、UNICEF を通じた緊急無償資金

協力で、「ラスト・ワン・マイル支援」の一環として

COVID-19 ワクチン保管のための保冷設備など

を含む、コールド・チェーン整備（約２億 1,900万

円）を決定。同年９月、12 台の超低温機器をケ

ニア保健省に供与。 

●2022 年４月６日には、COVAX ファシリティを

通じて、200,200回分の日本国産アストラゼネカ

社製ワクチン供与が行われた。 
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 （了）                                                                       


